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0. はじめに 
 フランス語には、« être + 動詞の過去分詞形» [be + p.p.]を用いた受動表現の他に、(1)の
ような“se voir + Vinf.” [oneself + see + Vinf.]という形式を用いた受動表現も存在する(下線
と訳は筆者による)。 
 
(1) Les            parents   se                   voient                        offrir           des 
      ART.DEF.PL   親 M.PL    PRON.REF.3PL   見える IND.3PL.PRES    与える INF    ART.INDF.PL 
      cadeaux                                                                                              (Bat-Zeev Shyldkrot 1981: 389) 
      プレゼント M.PL 
      「両親はプレゼントを与えられる」 
 
 本発表では、この se voir + Vinf.について、文語と口語のコーパスから収集した例をもと
に、受動表現に焦点を当てながら se voir + Vinf.の特徴を明らかにすることを試みる。調査
にあたっては、se voir + Vinf.と統語的に置き換えが可能で、意味的にも重なる部分を持つ
“se faire + Vinf.” [oneself + make / do + Vinf.]との比較も行なう。なお、本文中の例文番号、
グロス、下線、フランス語で書かれた文献の訳は、特に断りのない限り筆者によるもので
ある。 
 
1. 先行研究 
1.1.で Bat-Zeev Shyldkrot(1981)を、1.2.で須藤(2001)を取り上げる。 
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1.1. Bat-Zeev Shyldkrot(1981) 
 Bat-Zeev Shyldkrot(1981)によると、se voir + Vinf.構文は対応する能動文の直接目的語も間
接目的語も主語として取ることができ、どちらが主語であるか、さらに主語が指示する対
象が人かそれ以外かによってその成立条件も異なるという。 
 
1.1.1. 主語の指示対象が対応する能動文の直接目的語にあたる場合 
 主語の指示対象が Vinf.で表わされる事行1に何らかの形で参加しているか、事行の起こ
る場に居合わせていれば成立する。そのため、(2)のように主語の不在を表すような表現が
共起している場合は容認されにくい(en son absence「自分がいない間に」を除けば成立する)。
また、se voir + Vinf.は主語の指示対象が「人」である場合に成立しやすく、主語の指示対
象が「人」以外の場合だと具体的なものより抽象的なものであるほうが用いられやすい(3)。 
 
①主語の指示対象が「人」の場合 
(2) ?Il            s’                   est                       vu                              rayer,              en       son 
       彼 NOM   PRON.REF.3SG   COP.IND.3SG.PRES   見える PTCP.PST.M.SG   抹消する INF    PREP    彼 ADJ.POSS.F.SG 
       absence,  de     la                liste            des                     candidats. (Bat-Zeev Shyldkrot 1981: 396) 
       不在 F.SG  PREP   ART.DEF.F.SG リスト F.SG  PREP+ART.DEF.PL  候補者 M.PL 
       「彼は、自分がいない間に候補者のリストから抹消された」 
 
②主語の指示対象が「人」以外の場合 
(3) La                   politique      du                            gouvernement        s’                       est 
      ART.DEF.F.SG     政策 F.SG       PREP+ART.DEF.M.SG    政府 M.SG                 PRON.REF.3SG       COP.IND.3SG.PRES 
      vu                                remettre            en        question.                   (Bat-Zeev Shyldkrot 1981: 398) 
      見える PTCP.PST.M.SG     再び置く INF      PREP      問題 F.SG 
      「政府の政策が再び問題にされた」 
 
1.1.2. 主語の指示対象が対応する能動文の間接目的語にあたる場合 
 Vinf.で表わされる事行に何らかの形で参加しているか、事行の起こる場に居合わせてい
れば成立する。主語の指示対象が「人」以外のものでも比較的成立しやすく、この表現法
が成立するための条件は様々である。一例として、Vinf.が donner「与える」、décerner「授
与する」といった、いわゆる"verbe d'attribution2"の場合に se voir + Vinf.は成立しやすい(4)。 
 
(4) Le                      jardin         splendide         s'                        est                         vu 
      ART.DEF.M.SG       庭 M.SG        見事な M.SG      PRON.REF.3SG       COP.IND.3SG.PRES     見える PTCP.PST.M.SG  
      décerner             le                          premier               prix               par                           la 
      授与する INF        ART.DEF.M.SG          一番の M.SG         賞 M.SG           ~によって PREP        ART.DEF.F.SG 
                                                        
1 「動詞の表す動作・状態および状態の変化など」(田村他（編）2005: 1598)のこと。 
2 直訳すると「付与動詞」。 
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      Municipalité.                                                                                        (Bat-Zeev Shyldkrot 1981: 58) 
      自治体 F.SG 
      「その見事な庭は、自治体から一等賞を授与された」 
 
1.2. 須藤(2001) 
 須藤(2001)は、se voir + Vinf.と同様に受身的な意味を含み、統語的に置き換えが可能な
se faire + Vinf.と se voir + Vinf.とを比較対照させ、se voir + Vinf.の特徴を記述した論文であ
る。両者を比較するにあたり、FRANTEXT3に収録されている1950年以降の文学作品と1989
年～1996 年にかけての Le Monde diplomatique4から用例を収集している。以下に須藤(2001)
の内容をまとめる。 
 
1.2.1. se faire + Vinf.との比較 
須藤(2001)によると、se faire + Vinf.が成立するのは「S(＝構文の主語)が P(＝不定詞句の
あらわす事態)に何らかの形で関与していると理解される場合」であるという。関与の仕方
には二種類あり、「自身が P の受け手となるよう S が意図的に働きかけを行う場合」と「S
からの意図的な働きかけはないが P の原因が S にあると理解される場合」である。これら
に反するようなものの場合、se faire + Vinf.の使用は不自然になるという。以下、(5)は se faire 
+ Vinf.と置き換えにくい se voir + Vinf.の例である。 
 
(5) Le                  Vatican          a                           exercé,                          sans                 succès, 
      ART.DEF.M.SG   教皇庁 M.SG    持つ IND.3SG.PRES  行使する PTCP.PST.M.SG   ~なしで PREP    成功 M.SG 
      de            fortes          pressions (...).    Et        des               milliers     de       femmes      se 
      ART.INDF    強い F.PL      圧力 F.PL              CONJ     ART.INDF.PL    多数 M.PL   PREP     女性 F.PL      PRON.REF.3SG 
      sont               vu                           [?? se                    sont                      fait]                        refuser 
      COP.3SG.PRES   見える PTCP.PST.M.SG      PRON.REF.3PL    COP.IND.3PL.PRES     する PTCP.PST.M.SG   拒否する INF 
      leurs                        visas            sans                  aucune                   raison.                (須藤 2001: 24) 
      彼女ら ADJ.POSS.PL    ビザ M.PL     ～なしで PREP   どんな～も INDF.F    理由 F.SG 
      「教皇庁は、(...)強い圧力をかけたが失敗した。それで、多数の女性が何の理由もなく 
      ビザの発行を拒否された」 
 
 P(教皇庁がビザの発行を拒否すること)は S(女性たち)の意図に反しており、「何の理由も
なく」と述べられていることから、P の原因が S にあるとは理解されていない。そのため、
ここで se faire + Vinf.への置き換えは容認されにくい。このことから、須藤(2001: 25)は「se 
voir + Vinf.においては S の関与は必ずしも前提とされない」と述べている。 
  
                                                        
3 10 世紀以降の様々な種類のテクストが収録された、総語数 2 億 8,500 万語を超えるフランス語コーパス。 
4 Le monde の関連会社が月刊で発行している新聞。主に国際情勢に関する記事を掲載している。 
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1.2.2. se voir + Vinf.における Vinf.の意味的特徴 
 須藤(2001)の調査では、se voir + Vinf.の用例は FRANTEXT から 214 例(直接受身的用法例
が 49 例・間接受身的用法例が 165 例)、Le Monde diplomatique からは 204 例(直接受身的用
法例が 14 例・間接受身的用法例が 190 例)の計 418 例を収集することができたという。須
藤(2001)は、間接受身的用法のほうが直接受身的用法より圧倒的に多い理由として、être
を用いた受動表現では対応する能動文の間接目的語を主語にとることができないため、se 
voir + Vinf.がその穴埋めをしているからではないか、と述べている。また、2 つのコーパス
において、出現頻度が 10 位までの動詞5の総出現数があわせて 219 例と収集例全体の半分
以上を占めており、「授与」「拒否」等を表す三項動詞が se voir + Vinf.構文で用いられるこ
とがかなり多いという点も指摘している。 
 
2. 先行研究のまとめ 
 Bat-Zeev Shyldkrot(1981)は主語の指示対象が対応する能動文における直接目的語のとき
の主語の性質に関して言及しており、須藤(2001)は主語の指示対象が対応する能動文にお
ける間接目的語である場合の Vinf.の種類について詳しく記述している。しかしながら、両
者とも主語の指示対象が対応する能動文の直接目的語である場合の Vinf.の性質等につい
ては言及しておらず、また、Bat-Zeev Shyldkrot(1981)と須藤(2001)では主語の関与性に関し
て記述の食い違いが見られるため、それらの点について調査をしていく必要があると考え
る。 
 
3. 調査Ⅰ 
3.1. コーパス 
 調査にあたり、文語データに関しては CORPUS DES TEXTES DU JOURNAL LE-MONDE 
(以下 LM11)を、口語データに関しては CbLLE POS Research Engine <Spoken French> (以下
POS)を使用した。以下に各コーパスの詳細を記す。 
 
LM11: フランスの日刊紙である Le Monde を CD-ROM に収録したもの。記事の内容は、政
治、文化、コラムなど。本調査では 2011 年 1 月 1 日～2011 年 12 月 31 日のデータを調査
対象とした。容量は約 123.5 KB で、記事自体の総語数は 17,090,000 語程度であると考えら
れる6。LM11 を分析するにあたっては AntConc7を使用した。 
 
POS: 総語数 813,579 語からなる話し言葉コーパスで、エックス・マルセイユ第一大学とパ
リ第十三大学で録音されたフランス語での対話で構成されている。内容は、大学の業務、
家族の近況、寸劇、音楽や文化についての会話などである。本調査では、パリで取られた
                                                        
5 confier「託す」、attribuer「付与する」、refuser「拒否する」、imposer「課す」、offrir「贈る」、interdire「禁
止する」、reconnaître「識別する」、assigner「割り当てる」、reprocher「咎める」、accuser「非難する」 
6 正確な語数は不明であったため、2011 年 6 月 30 日の記事における本文の文字数を Word の文字カウン
ト機能を用いて数え、その数字に 365 をかけておおよその総語数を算出した。 
7 早稲田大学理工学術院教授の Anthony Laurence 氏が開発した多言語対応のコンコーダンサー。 
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データを除いた 753,976 語だけを調査対象とした。 
 
3.2. 調査方法 
 LM11 については、se voir を法・時制・人称・数で活用させ、Vinf.が後続するものだけ
を手作業で抽出した。具体的には、se voir の一～三人称の単数・複数について、直説法(現
在、複合過去、半過去、大過去、単純過去、前過去、単純未来、前未来)、条件法(現在、
過去)、接続法(現在、過去、半過去、大過去)の形と、それらを否定形にしたものを一つず
つ AntConc で検索し、その後に Vinf.を伴っているものだけを手作業で選り分けた。POS
については、単純時制、複合時制、複合時制の否定形(pas を伴った形)を抽出するために、
「単純時制」「複合時制」「複合時制の否定形」をそれぞれ辞書形(lemma)として品詞を定め
ずに検索した。その後、Vinf.が後続するものだけを手作業で選り分けた。 
 
3.3. 調査結果 
 LM11 と POS から得られた se voir + Vinf.の用例数は以下の通りである。( )内はパーセン
テージを表している。なお、LM11 において重複して出てきた 28 例は除外した。 
 
表 1: LM11 と POS における se voir + Vinf.の用例数 
 単数 複数 
計 
1 人称 2 人称 3 人称 1 人称 2 人称 3 人称 
LM11 
11 
(2.3) 
0 
(0.0) 
331 
(69.1) 
0 
(0.0) 
1 
(0.2) 
136 
(28.4) 
479 
(100.0) 
POS 
4 
(80.0) 
1 
(20.0) 
0 
(0.0) 
0 
(0.0) 
0 
(0.0) 
0 
(0.0) 
5 
(100.0) 
計 
15 
(3.1) 
1 
(0.2) 
331 
(68.4) 
0 
(0.0) 
1 
(0.2) 
136 
(28.1) 
484 
(100.0) 
 
3.4. 考察 
 以降の考察における例文の後ろの( )内は、LM11 については(コーパス名, 例文が掲載さ
れていた新聞の発行月日.ページ数)に、POS については(コーパス名, コーパス内での番号)
になっている。 
 
3.4.1. Vinf.の性質と主語のステータス 
LM11 と POS を合わせた 484 例のうち、文として不完全なものや構文が不明な 11 例を
除いた 473 例について、Vinf.が直接目的語(=COD)をとるかとらないか、とる場合は直接目
的語のみをとるのか間接目的語(=COI)もとるのか、主語(=S)のステータスはどのようにな
っているかという観点から、表 2 のように分類した。( )内は用例数を表す。 
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表 2: se voir + Vinf.の分類 
Vinf. 
(473) 
COD をとらない 
(26) 
S = Vinf.の主語 (26) 
COD をとる 
(402) 
COD のみをとる 
(20) 
S = Vinf.の主語 (13) 
S = 能動文の COD (7) 
COD + COI 
(381) 
S = Vinf.の主語 (2) 
S = 能動文の COD (17) 
S = 能動文の COI (362) 
上記以外のもの 
(1) 
S = 能動文の COD (1) 
その他8 
(45) 
S = 能動文の COI (45) 
 
3.4.2.1. 主語の指示対象が対応する能動文の直接目的語の場合 
 本調査で得られた「主語の指示対象が対応する能動文の直接目的語」の用例は 24 例9あ
り、そのうち、主語が有生物(＝人)であるものは 16 例、無生物であるものは 8 例であった。
主語が有生物である用例は無生物であるものの 2 倍になっていることから、Bat-Zeev 
Shyldkrot(1981)が指摘するとおり、主語の指示対象が対応する能動文の直接目的語である
場合においては、主語が有生物であるほうが好まれる傾向にあると考えられる。また、調
査で得られた se voir + Vinf.の全用例数に対して「主語の指示対象が対応する能動文の直接
目的語」の用例が極端に少なかった理由としては、「直接目的語を主語にした受動表現は基
本的に«être + 動詞の過去分詞形»が担っているため」ということが考えられる。 
 
【主語が有生物であるもの】 
(6) « A        la                    suite           du                             plan             de       rigueur,            je 
         PREP    ART.DEF.F.SG     続き F.SG     PREP+ART.DEF.M.SG     計画 M.SG     PREP     厳しさ F.SG        私 NOM 
         me                   vois                            gratifier         d'        une                  peine 
         PRON.REF.1SG     見える IND.1SG.PRES     与える INF      PREP     ART.INDF.F.SG     罪 F.SG 
         supplémentaire       de          3            mois, (...) »                                                   (LM11, 11/29. 6) 
         追加の F.SG                PREP        3            月 M.PL 
         「緊縮政策の結果として、私は追加で三ヶ月の罰を与えられました」  
                                                        
8 本発表では、直接目的語と同等のものとみなすことができる不定詞句や名詞節(ex. a. / a'.のように名詞句
で言い換えられる不定詞句や b.のような名詞節)などを「その他」に分類した。 
 a. Le gouvernement leur a interdit de réaliser les films. 「政府は彼らに映画を撮影することを禁じた」 
 a'. Le gouvernement leur a interdit la réalisation des films. 「政府は彼らに映画の撮影を禁じた」 
 b. Le visiteur se voit rappeler qu'il n'est pas qu'une paire des yeux et une cervelle.「訪問者は、自分はただの" 
       一対の目と脳みそ"ではないということに気付かされる」 
9 Vinf.の種類としては、二項動詞のものが 7 例、三項動詞のものが 17 例であった。 
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【主語が無生物であるもの】 
(7) (...) la                  demande      du                            gel                de        la                   colonisation 
             ART.DEF.F.SG   要求 F.SG       PREP+ART.DEF.M.SG    凍結 M.SG      PREP      ART.DEF.F.SG    植民地化 F.SG 
             en      Cisjordanie,                       s'                     est                 vu                               rejeter 
             PREP    ヨルダン川西岸地区 F.SG    PRON.REF.3SG    COP.3SG.PRES   見える PTCP.PST.M.SG    棄却する INF 
             par                      le                   gouvernement   Nétanyahou.                           (LM11, 01/10.14) 
             ~によって PREP   ART.DEF.M.SG   政府 M.SG            ネタニヤフ M.SG 
             「ヨルダン川西岸地区における植民地化凍結の要求は、ネタニヤフ政府によって棄 
             却された」 
 
 Vinf.が二項動詞かつ主語の指示対象が対応する能動文の直接目的語であるものは 7 例見
つかった。うち 6 例は前置詞 par「～によって」で動作主が明示されているものであった。
用例数が少ないために断言はできないが、Vinf.が二項動詞かつ主語の指示対象が対応する
能動文の直接目的語である場合、明確な動作主の存在が好まれる傾向にあるようである。 
 
【動作主が明示されているもの】 
(8) (...) la                  réalité         se                    voit                             contaminer          par 
             ART.DEF.F.SG   現実 F.SG     PRON.REF.3SG    見える IND.3SG.PRES     汚染する INF         ~によって PREP 
             le                    fantasme.                                                                                     (LM11, 03/14.17) 
             ART.DEF.M.SG   幻想 M.SG 
             「現実は幻想によって汚染される」 
 
【動作主が明示されていないもの】 
(9) En     attendant,                Alain Derobe             s'                      est                      vu  
      PREP    待つ PTCP.PRES.M.SG  アラン・デロブ M.SG   PRON.REF.3SG     COP.IND.3SG.PRES  見える PTCP.PST.M.SG 
      appeler         quelque                     part              en        Gaule (...)                           (LM11, 04/06.24) 
      呼ぶ INF         なんらかの INDF.SG    部分 F.SG      PREP     ガリア F.SG 
      「さしあたり、アラン・デロブはガリアのどこかに呼び出された」 
 
 Vinf.が三項動詞であり、主語の指示対象が対応する能動文の直接目的語であるものは 17
例見つかった。そのうち、16 例は間接目的語が前置詞 de10によって導かれている前置詞句
(de + N)であった。内訳としては、de + N が「～を」の意味で用いられているものが 7 例、
「～から」の意味で用いられているものが 4 例、「～として」の意味で用いられているもの
が 3 例、「～でもって」の意味で用いられているものが 2 例となっていた。このように、se 
voir + Vinf.構文の Vinf.が三項動詞でその直接目的語が文の主語となっている場合、「具格的
な意味を持った間接目的語で能動文の直接目的語に相当する主語に Vinf.の動作を行う」と
                                                        
10 様々な意味を持つ前置詞であるが、基本的には所属・所有「～の」や起源・起点「～から」を表す。 
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いったような、英語の supply A with B に似た構文をとるものが比較的多いようである(10)。 
 
【de + N が「～を」の意味で用いられているもの】 
(10) (...) le                   malheureux      se                   voit                            doter             de       pouvoirs 
               ART.DEF.M.SG   不幸な人 M.SG    PRON.REF.3SG   見える IND.3SG.PRES    与える INF     PREP     力 M.PL 
               divins          qui               lui           permettent              de        tout          plier                 à 
               神の M.PL     PRON.REL       彼 DAT     許す IND.3PL.PRES      PREP      すべて     服従する INF     PREP 
               sa                          volonté.                                                                                (LM11, 08/15.11) 
               彼 ADJ.POSS.F.SG     意志 F.SG 
               「その不幸な人は、自分の思い通りにすべてを従わせることができる神の力を与 
               えられる」 
 
3.4.2.2. 主語の指示対象が対応する能動文の間接目的語の場合 
 Vinf.が三項動詞であり、能動文において前置詞 à11などで導かれる前置詞句が主語になっ
ているものが 362 例と、調査対象とした全用例中の約 77%を占めていた。ここに「その他」
に分類した 45 例を含めると、主語が能動文における間接目的語に相当するものが全用例中
の約 86%を占めていることとなる。出現した Vinf.の内訳については、出現数が多い順に
10 個を挙げると、confier「託す」(44 例)、proposer「提案する」(43 例)、attribuer「付与す
る」(33 例)、refuser「拒否する」(32 例)、reprocher「咎める」(31 例)、offrir「贈る」(24 例)、
décerner「授与する」(18 例)、remettre「(元の場所へ)置く、ゆだねる」(16 例)、infliger「課
する」(14 例)、interdire「禁止する」(9 例)となっており、須藤(2001)が指摘する通り、「授
与」や「拒否」などを表す三項動詞が多く用いられているという結果になった。主語の有
生性・無生性については、指示対象が直接目的語である場合と同様に有生物が主語に立つ
ことが多く12、無生物の場合は「人間の存在や介入が想定される名詞(句)やその代名詞」で
あることが多い。 
 
3.4.2. 主語と事行の関わり 
主語と事行の関わりについて、本調査では、(11)のような、主語が事行の成立の場に明
らかに居合わせていないと考えられる用例が見つかった。このことから、須藤(2001)が述
べているように、主語は必ずしも Vinf.が表す事行に関与している必要はないと考えられる。 
 
(11) (…) les               deux      « martyrs »      (...)  se                    sont                     vu 
                ART.DEF.PL    2               殉教者 M.PL           PRON.REF.3SG    COP.IND.3SG.PRES   見える PTCP.PST.M.PL 
                remettre            des                   micros              dorés              aux                          armes 
                ゆだねる INF      ART.INDF.PL        マイク M.PL       金の M.PL        PREP+ART.DEF.PL        紋章 F.PL 
  
                                                        
11 様々な意味を持つ前置詞であるが、基本的には方向・到達点「～へ、～に」や位置「～で」を表す。 
12 361 例中、有生物が主語のものは 275 例、無生物が主語のものは 86 例であった。 
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                de            la                       chaîne,   (...)                                                           (LM11, 11/14.23) 
                PREP          ART.DEF.F.SG        チャンネル F.SG 
                「二人の《殉教者たち》には、そのチャンネルの紋章が付いた金のマイクがゆだ 
                ねられた」 
 
4. 調査Ⅱ 
 調査Ⅱでは、se voir + Vinf.と統語的に置き換えが可能かつ意味的に重複する部分を持つ
se faire + Vinf.が用いられている用例を se voir + Vinf.と比較対照させながら考察を進めた。 
 
4.1. コーパス 
 調査Ⅰで用いたものと同じコーパス(LM11 と POS)を使用した。 
 
4.2. 調査方法 
 調査Ⅰと同様の方法をとった。LM11 については、se faire を法・時制・人称・数で活用
させ、Vinf.が後続するものだけを手作業で抽出した。POS については、単純時制、複合時
制、複合時制の否定形(pas を伴った形)をそれぞれ辞書形(lemma)として品詞を定めずに検
索した。その後、Vinf.が後続するものだけを手作業で選り分けた。 
 
4.3. 調査結果 
 LM11 と POS から得られた se faire + Vinf.の用例数は以下の通りである。( )内はパーセン
テージを表している。なお、LM11 において重複していたものは除外した。 
 
表 3: LM11 と POS における se faire + Vinf.の用例数 
 
単数 複数 
計 
1 人称 2 人称 3 人称 1 人称 2 人称 3 人称 
LM11 
38 
(3.9) 
2 
(0.2) 
669 
(69.5) 
3 
(0.3) 
2 
(0.2) 
249 
(25.9) 
963 
(100.0) 
POS 
15 
(16.8) 
13 
(14.6) 
51 
(57.3) 
0 
(0.0) 
3 
(3.4) 
7 
(7.9) 
89 
(100.0) 
計 
53 
(5.0) 
15 
(1.4) 
720 
(68.5) 
3 
(0.3) 
5 
(0.5) 
256 
(24.3) 
1052 
(100.0) 
 
4.4. 考察 
 se faire + Vinf.構文で用いられている Vinf.の種類13については、二項動詞であるものが多
く、また、主語の指示対象は能動文において直接目的語に相当するものがかなり多いとい
                                                        
13 出現数が多い順に 10 個を挙げると、sentir「感じる」(84 例)、attendre「待つ」(76 例)、entendre「聞こ
える」(75 例)、connaître「知る」(66 例)、passer「通る」(37 例)、remarquer「気付く」(30 例)、appeler「呼
ぶ、電話する」(24 例)、prendre「とる」(23 例)、élire「選ぶ」(21 例)、exploser「爆発する」(17 例)。 
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う結果になった。さらに、se faire + Vinf.構文で出現数が多い上位 10 個の Vinf.のうち、passer
と appeler 以外は se voir + Vinf.構文における使用を確認出来ず、passer と appeler について
も、se voir + Vinf.構文と se faire + Vinf.構文で使われ方に差が見られた。これらのことから、
se voir + Vinf.と se faire + Vinf.は統語的に置き換えが可能かつ意味的に重複する部分を持つ
にもかかわらず、その機能は比較的はっきりと分けられている場合が多いと考えられる。 
 
(12)(...) l'                   aide          internationale  se                  fait                       attendre  (LM11, 07/27.7) 
             ART.DEF.M.SG  援助 M.SG  国際的な M.SG   PRON.REF.3SG  する IND.3SG.PRES 待つ INF 
             「国際的な支援が期待される」 
 
5. まとめと今後の課題 
 まず、調査Ⅰからは「Vinf.が二項動詞でその直接目的語が文の主語になっている場合、
明確な動作主の存在が好まれる傾向にある」「Vinf.が三項動詞でその直接目的語が文の主
語になっている場合、英語の supply A with B に似た構文をとるものが比較的多い」「主語は
必ずしも Vinf.が表す事行に関与している必要はない」といったことがわかった。次に、調
査Ⅱからは「se voir + Vinf.と se faire + Vinf.は統語的・意味的に似ているが、取りうる Vinf.
の種類や主語の指示対象の性質に違いがある」ということが示された。今後は、se faire + 
Vinf.構文以外の受動表現との比較を通して、se voir + Vinf.構文がフランス語における「受
動」の枠組みの中にどのように位置づけられているのかを明らかにしていきたい。 
 
略号一覧 
1: 1 人称 / 3: 3 人称 / ADJ: 形容詞 / ADV: 副詞 / ART: 冠詞 / CONJ: 接続詞 / COP: コピュラ 
/ DAT: 与格 / DEF: 定 / DEM: 指示 / F: 女性 /IND: 直説法 / INDF: 不定 / INF: 不定詞 / 
INTR: 疑問 / M: 男性 / NEG: 否定 / NOM: 主格 / PL: 複数 / POSS: 所有 / PREP: 前置詞 / 
PRES: 現在 / PRON: 代名詞 / PST: 過去 / PTCP: 分詞 / REF: 再帰 / REL: 関係 / SG: 単数 / +: 
融合 
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